
常
任
委
員
会
報
告

（
６
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査
及
び
行
政
説
明
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
）

請
負
契
約
に
つ
い
て
（
議
75
）

【
概
要
】
三
原
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の

長
寿
命
化
改
修
工
事
に
つ
い
て
契
約
を

締
結
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
本
市
の
最
低
制
限
価
格
の
、
予
定

価
格
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
問
う
。

答
最
低
制
限
価
格
は
、
低
価
格
競
争

に
よ
る
工
事
の
品
質
低
下
や
安
全
管
理

の
不
徹
底
を
防
ぐ
た
め
に
設
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
予

定
価
格
の
75
％
か
ら
92
％
の
範
囲
で
設

定
さ
れ
て
い
る
。

問
今
回
、
入
札
価
格
が
最
低
制
限
価

格
の
上
限
で
あ
る
、
予
定
価
格
の
92
％

と
な
っ
た
理
由
は
。

答
建
築
主
体
工
事
は
、
工
事
費
用
が

予
定
価
格
の
92
％
を
上
回
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
必
然
的
に
最
低
制
限
価
格
も

そ
の
上
限
で
あ
る
予
定
価
格
の
92
％
と

な
る
こ
と
が
多
い
。
入
札
に
参
加
す
る

事
業
者
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、

入
札
を
行
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

【
採
決
】
議
第
67
号
他
９
件
は
、
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

議
案
の
審
査
（
主
な
も
の
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
議
70
）

【
概
要
】
庁
舎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
機

器
で
外
部
と
の
通
信
を
監
視
・
制
御
す

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
「
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
」
２
台
の
サ
ポ
ー
ト
期
間
が

終
了
す
る
た
め
更
新
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
入
札
参
加
業
者
が
１
社
だ
っ
た
理

由
を
問
う
。

答
入
札
参
加
が
可
能
な
事
業
者
は
15

社
あ
る
が
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の

た
め
、
落
札
は
難
し
い
と
判
断
し
た
の

で
は
な
い
か
。

問
今
後
の
機
器
の
更
新
計
画
に
つ
い

て
問
う
。

答
今
回
更
新
し
た
機
器
の
契
約
は
、

５
年
保
守
が
含
ま
れ
て
お
り
、
次
回
更

新
は
令
和
13
年
を
予
定
し
て
い
る
。
更

新
に
は
多
額
の
費
用
が
発
生
す
る
た

め
、
延
長
保
守
の
可
否
と
費
用
に
つ
い

て
メ
ー
カ
ー
に
確
認
し
な
が
ら
、
適
切

な
対
応
を
検
討
す
る
。

総
務
財
務
委
員
会�

議
案
の
審
査
（
主
な
も
の
）

条
例
の
一
部
改
正
（
議
76
）

【
概
要
】
国
の
基
準
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
満
３
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
小
規

模
保
育
事
業
の
設
置
基
準
の
整
備
や
、

理
学
療
法
士
等
を
保
育
士
と
み
な
す
規

定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
理
学
療
法
士
等
に
対
し
、
市
が
保

育
業
務
に
関
す
る
研
修
等
を
実
施
す
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

答
市
が
研
修
等
を
実
施
す
る
予
定
は

な
い
が
、
必
ず
保
育
士
と
一
緒
に
配
置

す
る
必
要
が
あ
る
。
理
学
療
法
士
等
を

保
育
士
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
保
育
を

行
う
こ
と
で
、
適
切
な
保
育
が
継
続
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

条
例
の
一
部
改
正
（
議
78
）

【
概
要
】
税
制
改
正
に
よ
る
介
護
保
険

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
民

税
非
課
税
者
の
う
ち
就
労
調
整
後
も
課

税
者
と
み
な
さ
れ
た
場
合
の
介
護
保
険

料
減
免
特
例
を
設
け
る
た
め
、
条
例
を

一
部
改
正
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
本
来
、
税
制
改
正
後
の
所
得
を
も

と
に
算
定
さ
れ
る
介
護
保
険
料
と
比
較

し
、
よ
り
多
く
の
負
担
が
生
じ
る
方
が

い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
方
に
対
し
、
本
市
が
独
自
で
、
保

険
料
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
は
検
討
し
な
い
の
か
。

答
市
民
税
は
非
課
税
で
あ
っ
て
も
、

介
護
保
険
料
の
算
定
に
お
い
て
は
、
課

税
段
階
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
減
免

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
が

一
定
数
生
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、
本
市

独
自
の
対
策
は
検
討
し
て
い
な
い
。

【
採
決
】
議
第
78
号
は
賛
成
多
数
、
残

余
の
２
件
は
、
全
員
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

【
概
要
】
少
子
化
や
教
員
の
働
き
方
改

革
を
踏
ま
え
、
令
和
９
年
度
か
ら
休
日

の
部
活
動
の
地
域
展
開
を
進
め
る
。
三

原
市
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
制
度
を
導
入

し
、
市
が
認
定
す
る
団
体
を
支
援
し
て
、

生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
の

機
会
確
保
を
図
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
認
定
ク
ラ
ブ
に
は
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
あ
る
の
か
。

答
国
の
補
助
を
活
用
し
て
、
参
加
生

徒
５
人
以
上
の
認
定
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

休
日
の
活
動
経
費
の
一
部
の
助
成
等
を

厚
生
文
教
委
員
会�
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行
う
。

三
原
市
新
型
イ
ン
フ
ル
等
対
策
行
動
計

画
の
変
更
に
つ
い
て
（
５
月
説
明
分
）

【
概
要
】
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
課
題
を

踏
ま
え
、
国
や
県
に
合
わ
せ
、
計
画
を

変
更
す
る
。
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
情

報
発
信
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
整
備
、

物
資
備
蓄
等
、
多
角
的
に
取
り
組
む
。

平
時
の
備
え
を
強
化
し
、
状
況
に
応
じ

た
対
応
と
実
施
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
感
染
症
流
行
時
の
マ
ス
ク
の
備
え

に
つ
い
て
問
う
。

答
マ
ス
ク
は
、
各
自
で
備
え
る
こ
と

が
基
本
。
市
民
に
は
平
時
か
ら
の
備
蓄

を
呼
び
か
け
る
。

行
政
説
明
案
件
（
４
月
説
明
分
）

三
原
内
港
再
生
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

【
概
要
】
航
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上

と
魅
力
的
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
広
島
県
と
連

携
し
て
取
り
組
む
「
三
原
内
港
再
生
事

業
」
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。

【
主
な
質
疑
】

問
港
湾
ビ
ル
の
解
体
や
新
タ
ー
ミ
ナ

ル
建
築
工
事
期
間
中
の
航
路
利
用
者
の

安
全
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
現
在
と
同
様
に
中
央
桟
橋
を
使
っ

て
定
期
航
路
は
運
用
さ
れ
る
。
工
事
の

関
係
で
運
用
が
難
し
い
場
合
は
、
フ
ェ

リ
ー
桟
橋
を
活
用
す
る
。

問
現
在
の
内
港
駐
輪
場
は
、
多
く
の

自
転
車
や
バ
イ
ク
が
停
め
ら
れ
る
が
、

内
港
再
生
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
現
在
の
航
路
利
用
者
数
を
想
定
し

て
、
自
転
車
１
０
２
台
、
バ
イ
ク
20
台

で
設
計
し
て
い
る
。
現
状
よ
り
少
な
く

な
る
が
足
り
る
と
考
え
て
い
る
。

問
内
港
東
側
に
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
と

駐
車
場
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
改
め
て

こ
こ
に
わ
ん
ぱ
く
広
場
を
設
置
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
駐

車
台
数
が
30
台
で
は
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答
わ
ん
ぱ
く
広
場
は
市
民
に
よ
る
検

討
部
会
の
意
見
を
反
映
し
、
人
が
集
ま

る
場
と
し
て
設
計
し
て
い
る
。
ま
た
、

駐
車
台
数
は

現
在
51
台
だ

が
、
台
数
を

減
ら
す
こ
と

に
つ
い
て
、

現
在
の
利
用

者
か
ら
特
に

意
見
は
寄
せ

ら
れ
て
い
な

い
。

経
済
建
設
委
員
会�

わんぱく広場イメージ

三
原
市
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

【
概
要
】
令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
。

　

市
税
は
今
後
４
年
間
で
増
加
見
込
み

で
あ
る
。
地
方
交
付
税
は
人
口
減
少
に

よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
物
価
高
や

人
件
費
上
昇
分
が
加
算
さ
れ
、
全
体
で

は
横
ば
い
で
あ
る
。
市
債
は
、
小
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
空
調
設
備
整
備
や
清

掃
工
場
再
延
命
化
事
業
に
よ
り
、
令
和

９
～
10
年
度
に
増
加
し
、
そ
の
後
、
継

続
事
業
の
終
了
に
伴
い
減
少
す
る
。
人

件
費
、
扶
助
費
及
び
物
件
費
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
特
に
、
令
和
11
年
度
以
降

は
清
掃
工
場
再
延
命
化
事
業
に
伴
う
ご

み
外
部
搬
出
経
費
が
増
え
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

財
政
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

事
業
の
重
点
化
と
優
先
順
位
の
見
極

め
、
徹
底
し
た
無
駄
の
排
除
に
努
め
る

と
と
も
に
、
官
民
連
携
な
ど
多
様
な
主

体
と
連
携
し
、
経
常
経
費
の
削
減
を
進

め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

問
財
政
調
整
基
金
の
適
正
な
残
高
は

ど
の
程
度
な
の
か
。

答
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
標

準
財
政
規
模
の
20
％
程
度
、
金
額
で
は

50
億
円
程
度
を
安
定
水
準
と
し
て
確
保

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答
ホ
テ
ル
開
業
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
よ
る
固
定
資
産
税
収
の
増
加

は
、
現
時
点
で
は
不
確
定
要
素
が
多
い

た
め
、
今
回
の
財
政
見
通
し
に
は
反
映

し
て
い
な
い
。

議
員
全
員
協
議
会

６
月
22
日
開
催

主な基金残高の推移
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